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 火打山 (2462ｍ )は、妙 高山 、火 打 山、

焼山、雨飾山と続く妙高連峰の最高峰  

である。7 月中旬、その妙高山と火打山

に登った。初日は火打山。  

 前夜、笹ヶ峰牧場駐車場に車を入れて

仮眠。朝 6 時出発で火打山に向かう。最

初はブナ、ナラの原生林の中、延々と続

く木道を辿る。轟音を立てて流れ  

る黒沢の仮橋を渡った 後は、展望のない

林 の 中 の ジ グ ザ グ 登 り に な る 。 地 図 に

「十二曲り」と記された急登である。十

二曲りの後は、尾根道の直登になり 8 時

40 分、黒沢 池分岐 を通 過すると 、 道は

黒 沢 岳 の 山 腹 を 絡 む 緩 や か な 散 歩 道 と

なり、右手に眺望が開け、焼山、火打山

の全容を仰ぎ見た。9 時半、高谷池のほ

と り に 建 つ 三 角 屋 根 の 高 谷 池 ヒ ュ ッ テ

に到着し、のんびり 30 分間の大休止を

とった。この辺の 冬季の積雪 は 4～ 5ｍ

にもなり、スキーヤーは三角屋根のてっ

ぺんの天窓から出入りする とのこと。  

 10 時出発で高谷池を回り込み、

小さな台地を越えると「天狗の庭」。

火 打 山 を 借 景 と し て 湿 原 と 池 塘 の

点在する景観は、どこか外国の観光

写 真 を 切 り 抜 き し た よ う な 趣 き で

ある。ワタスゲ、コウメバチソウ、

コイワカガミ、イワイチョウなどの

花々が、今が真っ盛りだった。  

 その後は、ネマガリダケに覆われ

た尾根をひたすら登り、火打山山頂

到着 11 時 40 分。途中の登路、足元

を彩るゴゼンタチバナ、ウサギギク

などが愛らしかった。  

 山頂からの眺望が これまた絶佳。

頸城の山々はもとより、後立山、八ヶ岳、

上越の山々、微かに日本海に浮かぶ 佐渡

ヶ島も遠望できた。弁当を拡げ、ゆっく

り展望を楽しんだ後、下山開始が 12 時

半。もとの天狗の庭まで戻って、ここで

もまた長逗留の大景観鑑賞。 明日は妙

高山行き、今夜は黒沢池ヒュッテ泊りと

いうことで、至極のんびりである。  

高 谷 池 の ち ょ っ と 手 前 の 分 岐 を 左 に

入り、黒沢池に向かう。一登りして茶臼

山を越えるとパっと周りが開けて、黒沢

池 を 中 心 と す る 大 湿 原 が 目 の 下 に 広 が

って見えた。ユニークな宇宙船のような

形の黒沢池ヒュッテが 、ひときわ目を惹

く。  

 15 時半、黒沢池ヒュッテ到着。中央が

吹 き 抜 け に な っ た ８ 角 形 ３ 階 建 て の 小

屋は、各階が回廊式の寝床になっており、

なかなか快適 である。３階に寝床を確保

して、やおら下を見下ろすと１階のフロ

ア で 何 や ら 宴 会 ら し き も の が 始 ま っ て

いる。小生も早速 、仲間に加わった。  

火打山－花と池塘と湿原と－ 

天 狗 の 庭 か ら 仰 ぐ 火 打 山  

高 谷 池 と 高 谷 池 ヒ ュ ッ テ  

火 打 山 頂 か ら 眺 め る 後 立 山 連 峰  


